
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年が改まったせいか、厳しい寒さの中にも清々しさ

が感じられる頃、3 年振りに新年会が開催された。爲

季会長の挨拶で始まり、短歌もご披露くださった青木

区長をはじめ、区議、語学教室の学習者、目黒ユ協の

新入会員の方々などが集い、総勢 54名となった。 

そして各委員会の活動報告、新入会員の紹介に続き、

フレンドシップメンバーがそれぞれのお国の言語で、

「こんにちは」や「おめでとうございます」を表現し、

場内はとても盛り上がり、温かい拍手に包まれた。 

次に日本語教室の学習者であるグラハムさんがギ

ターで歌や演奏なさり、最後の『イマジン』の曲では、

皆さんの平和への思いを合唱し、願いをひとつにする

ことができた。次に英語クラスの向畑さんのクラリネ

ット演奏による「上を向いて歩こう」(sukiyakisong)

では、参加者から自然とマスク越しに歌を口ずさむ声

が広がり、一体感に包まれたひと時だった。最後のお

楽しみは「名刺交換ゲーム」、お互いに知らない者同士

が、挨拶することで交流を深めた楽しい内容だった。

あっという間に時間は過ぎ、最後に望月副会長の 1本

締めで会はお開きとなった。 

寒い中、ご参加いただき誠にありがとうございま

した。これからもユネスコ精神を大切にし、皆さん

と交流を少しずつ深めていける 1年になりますよう

願っております。  交流委員会 山田 香代
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写真 

上段左から/青木区長 

日本語教室自己紹介 

右/ギター演奏 

下段左から/クラリネット演奏・名刺交換ゲーム 

2023年 1月 21日(土)14:30～16:00 目黒区総合庁舎 1Fレストラン 参加 54名 

 

「新年会」を開催 
 

目 次  ： 新年会・募金のお願い/1P、文化講座③/2P、美術教室・支援通信・青少年フェスタ/3P、お知らせ/4P 

《トルコ・シリア大地震への緊急募金のお願い》 

 2023 年 2 月 6 日にトルコ・シリアにおいてマグニチュード７を超える大地震が発生

しました。2月末現在、亡くなられた方々や行方不明者は両国合わせ 5万人を超えてお

り被災者数は今後も拡大するとみられます。心から哀悼の意を表します。被災された

方々へ寄付を募り日本ユネスコ協会連盟を通して支援を行いたいと思います。 

皆様からの温かいご協力をお願いいたします。（詳細 4P参照）  支援委員会            

  

通常総会の御案内 

日時：2023 年 5 月 13 日

（土）13：30開始 

会場：目黒区総合庁舎 

１階レストラン 

★出席・欠席（委任状の提

出）ハガキをお願いします。 

★大勢の会員の皆様のご出

席をお待ちしております。 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


  

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

最初に爲季会長が挨拶と講師紹介を述べた。

また青木区長からご挨拶いただいた。大塩晃雄

元教育長も最後まで熱心に聴いてくださった。 

講師伊藤嘉一氏

はとても気さくな

お人柄で、大勢の

ご友人やご家族が

会場にご参集くだ

さり、温かい拍手

で、文化講座が始

まった。なお、後半は伊藤氏ご友人の駐日ボス

ニア・ヘルツェゴビナ大使が駆けつけて、お国

紹介をされた。（以下概要） 

農林省の技官としてスタートされ、のちに

JICAの職員として、長年にわたって、ODA（政

府開発援助）に関わってきた経験で、ODA・JICA

の役割を解り易く解説。また紛争地での経験か

ら、「ボスニア・ヘルツェゴビナ国の復興支援

とアフガニスタン国・エリトリア国での/DDR

（武装解除と職業訓練）及びタイ国の黄金の三

角地点での麻薬撲滅支援(職業訓練)」を踏まえて、

ウクライナ紛争後のウクライナ国の復興支援につ

いてお話しくださった。 

伊藤氏はまたイピル・イピルの会というボラ

ンティア団体のアドバイザーとして、海外への

教育支援・災害被災地支援等を継続。1998年か

ら、ボスニア紛争後の新生ボスニア・ヘルツェ

ゴビナ国に、「平和のシンボル」として、桜を寄

贈植林し、平和交流を継続していると講演され

た。 

加えて、当協会の望月副会長からも、昨年ウクラ

イナ避難民・緊急募金のため、ユネスコスクールの

五本木小学校の子どもたちと、中目黒駅前で、街

頭募金等を行ったと、民間支援活動の一端を紹介

した。 

文化講座後半は、駐日ボスニア・ヘルツェゴ

ビナ国シニシャ・ペリャン大使をお迎えし、映

像を交えて英語でお国紹介を伺った。 

「ボスニアは紛争が終了し、安全ですか？」

とよく質問されるが、ヨーロッパで一番安全で

美しい国。沢山の外国投資が集まり、多くの欧

州の都市とつながっている。一番の産業は観光

で、300 万人の人口に、200 万人の観光客が訪

れている。自然が魅力的で、水も豊か、温泉、

深い渓谷、スキー、食事もおいしい。是非旅行

に来てほしい、と。大使は、長身の紳士で、楽

しいお話で聴衆をすっかり魅了し、和やかな雰

囲気の中、満員の講座は終了した。 

研修委員会 齊藤 眞澄 
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ユネスコ文化講座③ 

「日本の ODA(政府開発援助)と JICAの役割」体験からの報告 
 

講師：伊藤嘉一氏（JICA・OB／元国連（FAO）職員／外務省／農林省技官） 

主催：目黒区教育委員会  主管：NPO法人目黒ユネスコ協会 

日時：2023年 1月 28日（土）14：00～16：30  緑が丘文化会館  参加： 51名 

ゲスト：駐日ボスニア・ヘルツェゴビナ国シニシャ・ペリャン大使閣下 通訳：藤崎リエ子（会員） 

 

『関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in東京』   2023年 9月 3日（日）・青山学院大学（17号館） 

特別講演：「過去・現在・未来のフアッションと平和」  講師：コシノ ジュンコ氏 

主催：東京都ユ連絡協議会・日本ユ協会連盟・他  ★大勢の皆様のご参加とボランティア協力をお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 今回の美術講座は、

由水直樹氏（写真左）に

講師をお願いし、３人の

助手のみなさんのご指導のもと、丸皿と

ペーパーウェイトを制作しました。ガラ

スの起源や語源、現代に伝わるガラス

工芸の歴史や技法についてのお話は

とても興味深く、いただいたプリントにメ

モを取りながら学習しました。 

 丸皿は自分のデザイン模様を石膏型に彫り込んで

から、またペーパーウェイトは粘土で原型を作成して

石膏で型取りして、ガラスを詰めました。焼成された

作品は、いつも次回にいただくので、毎回がとても楽

しみでした。講座の回数が進むにつれて、参加者同

士の自然な会話もはずみ、制作中は作品を見せ合っ

たりして学生時代に戻ったようでした。 

世話人の望月さんからは美術教室の由来をお聞き

しました。そのお話での、私た

ちが平和に暮らしていられる

からこそ楽しめる美術、平和へ

の思いを伝える手段としての

美術、という言葉に共感し、そ

の重みを実感できる経験を今

回の講座を通して得ることができました。 

同時にウクライナやトルコ・シリアなど、今平和を欠

いた暮らしを余儀なくされている人々についてもあら

ためて考える機会ともなりました。   

 広報委員会 鈴木 やよい 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度最後の青年部の活動として、中目黒 GTホール

にて目黒ユネスコ青少年フェスタの収録を行いました。本

年も対面ではなくオンラインでの開催とな

りましたが、五本木小ユネスコクラブをはじ

め、トキワ松学園 マンドリンギター部、東

京インドネシア学校など数多くの団体が出

演してくださいました。 

例年「ユネスコこどもまつり」として開催し

ていた本イベントですが、第 8回目となる

今回から、高校生・大学生にも楽しんでも

らえるよう「ユネスコ青少年フェスタ」と名称

を変えて開催をいたしました。そのため、伝統芸能や民族

楽器の演奏などより充実したコンテンツをお送りできること

となりました。収録した動画は、YouTube めぐろユネス

コチャンネルにて随時公開予定です。たくさんの方にご

覧いただけますと幸いです。  

コロナ禍で対面での開催が難しい世情

ではありますが、来年こそは参加者が顔を

合わせて交流し、お互いに発表を聴き合

うようなイベントを作ることができればと願

っております。 

最後に、本イベント開催にあたり多大な

るご尽力をいただいた皆さまへ、心より感

謝申し上げます。  

      青少年委員会 柿崎 安里 
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ユネスコ美術教室  「古代技法で作るガラス工芸」 

主催：目黒区教育委員会 主管：NPO法人目黒ユネスコ協会 

2023 年 2 月 3 日（金）全 5 回 14：00～16：00 緑が丘文化会館 

講師：由水 直樹氏（ガラス工芸作家） 参加 20 名 

 

 

 

   

 

 

ユネスコ青少年フェスタ 

 

支援通信 《世界寺子屋運動》書きそんじハガキ回収キャンペーン・中間報告と御礼 

今年度も書きそんじハガキ回収キャンペーンを令和 5 年 1 月 16 日～2 月 3 日

まで実施いたしました。区内小中学校、各施設に回収箱を設置させて頂き、お

陰様で多くのハガキや切手等が集まりました。回収実績については次号にて御

報告いたします。ご協力くださり有難うございました。  

 支援委員会 小村 惠子 

2023 年 2 月 11 日 GT プラザホール YouTube 収録 

「めぐろユネスコチャンネル」YouTube 配信 目黒ユネスコ協会 HP から検索 



募金期間：３月１日（水）～５月３１日（水） 

振込先 ：NPO 法人目黒ユネスコ協会 

※現金書留での送金はご遠慮をお願いします。 

①郵便振込：００１９０－８－１８７７７４ 

②銀行振込：みずほ銀行祐天寺支店 

（普通）１００４９４８ 

郵便／通信欄・銀行／振込人氏名の前に 

「トルコ」または「シリア」と明記下さい。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

文化講座 3（詳細は 2P 参照）こぼれ話。ボスニア•ヘルツ

ェゴビナではコーヒーが 愛されていて、お茶の時間に、

お菓子とともに楽しむ風習があるそうです。でも、大使は「僕

はコーヒーを飲んだことがない」と。実は、大使は小さい頃、

中々の暴れん坊で何にでも興味を示す子どもで、お茶の時間

に大人たちが楽しく飲んでいるコーヒーも気になり飲んでみたく

てしょうがなかったそうです。その様子からお母様は「子どもがコ

ーヒーを飲むと翌朝、尻尾が生える！」の話（ボスニア・ヘルツェ

ゴビナで伝統的に飲まれている『ボスニアンコーヒー』にまつわ

る話）をされたそうです。大使は「その話を今でも信じている...」

と笑顔で語って下さいました。本当かどうかわかりませんが愉快

なお人柄が出たお国紹介でした。       太田優枝 

３月以降の活動が延期および中止になる場合がありま

す。最新情報は当協会の HPでご確認いただけます。 

 《トルコ・シリア大地震への緊急募金のお願い》 

▲2023/１/10(火)日本語教室 冬期開始 

■１/11（水）発送連絡会 

■１/16（月）書きそんじハガキ回収キャンペーン 

■１/21（土）新年会 

★１/28（土）文化講座③ 

★２/３（金）美術教室「古代技法で作るガラス工芸」 

★２/11（土）青少年フエスタ 

■２/19（日）第４回理事会 

●２/23（木）都ユ連研修会 

★２/26（日）理数教室「ロボットプログラミング教室 2」 

★教室は、新型コロナウイルス感染状況によっては
on-line レッスンでの実施など変更となることがあ
りますので目黒ユネスコ協会の HP をチェックして
ください 
◇朝コース：2023年４月６日～７月６日毎週火曜日・
木曜日(除く５月 2・4日)午前 10:00～11:45/25回、
土曜コース 2023年４月８日～７月８日毎週土曜日 
(除く４月 29日)午前 10:00～11:45/13回 
◇会場 ：めぐろ学校サポートセンターほか 
（目黒区中目黒 3－6－10・駐車場はありません） 
◇ 定  員：クラス定員 8名（先着順）、 
朝コース初級 5・中級 1クラス、 
土曜コース初級 5・中級 1クラス 

◇ 対 象：16歳以上の日本語を習いたい外国人 
◇ 講 師：目黒ユネスコ協会 日本語教室担当会員 
◇ 参加費：朝コース 7,500円(25回分) 
土曜コース 3,900円（13回分）テキスト代は別途。 

◇ 申込み：目黒ユネスコ協会 HP「日本語教室」の申
込みフォームをご使用の上、名前･国籍･住所･メー
ルアドレス等連絡先を書いて申込んで下さい。 

◇ 問合わせ：e-mail : meguro@unesco.or.jp 
◇ 主  催 ：NPO法人目黒ユネスコ協会      
◇ 共 催 ：目黒区教育委員会 

◇中野 能志 ◇田原 遥子 ◇船越 登美子 

★宮林謙次展/油彩 
会場：中目黒 GTギャラリー 
日時：2023年 3月 9日～3月 17日 

会員活動紹介 

■３/８（水）発送連絡会 

▲４/６（木）日本語教室春期開始 

■５/13（土）通常総会 

■自主語学教室 7 講座（仏 2・英 2・独 1・伊 1・中 1） 

３月以降の予定 

活動日誌１月～２月 

新型コロナウイルス感染防止のため、ご了承ください！ 

目黒ユネスコ日本語教室（ 令和 5 年度 春期 ） 

これまでにユネスコ世界遺産などを訪れた紀行文を
当協会広報 SNに書いてみませんか？ 
海外、国内を問わず、感銘を受けた体験時の写真と紀
行文（200～300字)の投稿お待ちしています。 
なお紙面の都合で掲載できない場合もあります。 
申込：QRコードから、または 
unesco.kikou1@gmail.comに氏名・連絡先・ 
訪問地・紀行文を明記の上、写真を添付。    

《紀行文》を募集します 

日時：2023 年 5 月 13 日（土）13：30 開始 

会場：目黒区総合庁舎１階レストラン 

【審議事項】 

１令和４年度事業報告（案）及び決算報告（案） 

２令和５年度事業計画（案）及び予算（案） 

出欠は５月 10 日までに返信ください。 

欠席の場合は委任状の提出をお願いします。 

 

令和５年度 NPO法人目黒ユネスコ協会通常総会 

最新情報は 

HP からどうぞ！ 

【編集後記】 

新入会員～ようこそ！～(敬称略) 
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